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内容

 （7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し
 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf

 2021年前半に厚労省アドバイザリーボード（AB）に提出されている見通しをおさらい

 2021年前半には短期・超短期見通しが定着したことを指摘

 短期：約1か月、超短期：約1週間

 イギリスのSPI-M-Oと比べて中長期の見通しが少ないことを指摘

 （12月23日）2021年後半の厚労省アドバイザリーボードの見通し
 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_ABOutlook2021_20211223.pdf

 超短期・短期見通しが増加したものの、中長期の見通しが減少ことを指摘

 今回の分析

 2022年前半に厚労省ABに提出された見通しを振り返る
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重要ポイント

 2022年前半には、中長期の死者数の見通しが提示された

 資料3-3（2月16日から4月13日）

 2022年前半にはワクチン接種率、O株の相対的伝播性の見通しが登場

 資料3-3（3月2日から5月11日）

 2021年11月から提示されて続けている免疫保持者割合見通しと共に、新規陽性者数・重症患者数・入院患者数の
見通しを立てる際に有用な情報

 新規陽性者数・重症患者数・入院患者数の見通しは2021年と比較してやや後退

 特に、重症患者数・入院患者数の見通しは限定的

 資料3－8（1月6日）：神奈川県の入院患者短期見通し

 資料3－9（5月11日）：47都道府県における病床見通し・見通し作成ツールの紹介
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重要ポイント

 これまでの波と同様に、第6波においても、中長期の新規陽性者数・重症・入院患者数・死者
数の見通しは限定的

 特に、第6波のピークが来る前にそういった見通しが限定的だった

 22年1月6日資料3－8は唯一の例外

 様々な感染対策が新規陽性者数・重症・入院患者数・死者数に与える影響に関する試算は提示されず

 まん延防止措置法、水際対策、濃厚接触者・感染者の隔離、3回目・4回目のワクチン接種

 濃厚接触者・感染者の隔離に関しては定性的な知見が2月24日に提示

 22年4月6日の資料3－11は過去の対策の間接的な効果検証と解釈可能

 「2021 年の夏期の感染拡大が収束に至った要因に関する学際的な研究からの見解」

 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000926438.pdf
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おわりに

 「（7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し」の「おわりに」から引用

5
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf



参考資料

 超短期・短期プロジェクション

 中期・長期プロジェクション
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超短期・短期プロジェクション
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000877242.pdf

AB3-2

 1月6日からスタートした超短期新規症例数プロジェクションが現在まで継続

 2021年9月16日からスタートの超短期死亡者数プロジェクションは1月13日に終了
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000887662.pdf

AB3-2

 1月20日にスタートした短期L452R陰性検体割合プロジェクションは2月2日で終了

 2月16日には短期BA.2置換プロジェクション

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000898602.pdf
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AB3-3
 2021年3月16日からスタートした短期感染プロジェクションが2022年前半も継続

 2月9日にスタートした実効再生産数時系列傾向分析は2月16日に終了

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000898603.pdf
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AB3-8
 1月6日に短期感染者・入院患者等のシミュレーション（神奈川県）

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000877249.pdf



中期・長期プロジェクション
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000959355.pdf

AB3-2
 3月9日にスタートした中期BA.2検出割合はその後2022年前半を通して継続

 6月23日からはBA.5検出割合も
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000880828.pdf

AB3-3
 2021年11月25日からスタートした免疫保持者割合は2022年前半を通して継続・オミクロン最大固有値プロジェクショ
ンは1月13日で終了



15https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901895.pdf

AB3-3
 2月16日にスタートした中期死亡者数プロジェクションは4月13日まで継続

 3月30日からはシナリオ分析も

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000922129.pdf
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AB3-3
 3月2日にスタートしたオミクロン割合・相対的伝播性プロジェクションは5月11日まで継続

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000910710.pdf
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AB3-3
 3月15日にスタートしたワクチン接種率プロジェクションはその後2022年前半を通して継続

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000913228.pdf
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AB3-9
 5月11日に47都道府県における病床見通しのシナリオ分析

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000937666.pdf
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Project (Cabinet Secretariat), the Center for Advanced Research in Finance at the 
University of Tokyo, and the Tokyo Center for Economic Research.

 過去・現在の政策分析と研究

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/

 https://covid19-icu-tool.herokuapp.com/

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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